
　平成18年9月7日午前6時30分頃、別当谷上流の左岸側山腹が突然崩壊しまし
た。発生位置は平成１6年5月に崩壊した箇所（推定崩壊土量170,000m3）から
約250m下流で、崩壊土量は約3,600m3と推定されています。また、一週間後の
15日午前4時20分頃に、7日の崩壊と同じ箇所で推定崩壊土量約1,400m3の小崩
落が発生しました。
　崩壊斜面上部に複数確認された開口幅10cm程度の亀裂は、白山の主要登山道
である「砂防新道」の一部にも及んでおり、登山道が崩壊する危険が高まった
ため、9月21日に迂回路が開通するまでの間「砂防新道」は通行止めとなりま
した。
　崩壊発生直後より現地に地盤伸縮計を設置して崩壊斜面上部の動きを監視し

た結果、1日で最大約20mmの変位量を観測し、亀裂の拡大が
進行していました。9月20日の専門家による現地調査では、
再び崩落する可能性が高く、崩壊が発生した場合の崩壊土量
は最大で約40,000m3と推定されています。また、これまでの
崩壊土砂は谷に堆積していますが河道を塞ぐまでには至って
おらず、土石流が発生する可能性は低いとみられています。
　これを受けて金沢河川国道事務所では、監視カメラや地盤
伸縮センサー加え、別当谷の土石流センサーの警報を関係者
に通報するシステムを導入するなど、別当谷の監視体制を強
化しました。現在の白山は雪に覆われましたが、引き続きカ
メラによる監視を続けています。
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特派員司会による砂防クイズ

「砂防フォーラム2006」特派員活動について発表

この欄では、｢白山｣･｢手取川｣･｢白山砂防｣
について、順次紹介していきます。

◆ 砂防無き時代

　手取川扇状地は、白山周辺を源流とする大小いくつもの川が洪水のたびに北に南に流れを変えながら運ばれてきた土
砂によって約2万年前から縄文時代の終わり頃の約3500年前までに形作られた、といわれています。奈良時代に扇状地の
中央付近を流れていた手取川(当時は比楽河川(ひらかがわ)と呼ばれていました)は氾濫をくり返すごとに流れを南に移していき、
江戸時代の始め頃には現在の流れになりました。
　手取川では江戸時代の約260年間だけでも大小あわせて
160回を数える洪水･出水がありました。手取川扇状地に住
む人々は、洪水被害の少ない小高いところに住居や耕地を
作り、『村囲み提(集落を囲うように作られた堤防)』を築いて川
の氾濫に備えました。また、手取川の川底を少しでも下げ
て洪水の被害を押さえようと懸命に土砂をさらっていまし
たが、白山から流れてくる多量の土砂はたびたび川を氾濫
させ、人々を苦しめました。
　当時、手取川の源流部である白山とその山麓は江戸幕府
の直轄領で、越前藩の代官によって支配されていました。
そのため、手取川扇状地に住む加賀藩の人々は手取川の洪
水の主な原因である白山の崩壊地に手をつけることができ
ずにいました。
　白山で砂防事業が始まるのは大正時代に入ってからです。 出典･参考「治水事業のあゆみ」（金沢工事事務所 昭和60年刊）

　　　　 「図説・川北町の風土と歴史」(川北町史編纂専門委員会 平成11年刊)
　　　　 「ほっとほくりく　2002年6月号　北陸の土木建築遺産15 」（北陸建設弘済会）

(手取川の流路変遷については、砂防通信10号の｢白山･手取川と生きる｣で解説しています。)

◆ 江戸時代の主な手取川の洪水
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手取川出水、土清水の被害甚だしい
　　　　　　　　　　　     （こうち水）

手取川の源兵島で堤防決壊、氾濫

手取川出水で火釜の堤防が切れ、
16ヶ村冠水

降雨連続し、火釜岩内の堤防決壊、
郡内湖水を湛えたるが如し（どんと水）

川北村朝日で18戸流失

手取川大洪水 『前代未聞の洪水』

堤防欠潰、宮竹、十一屋、出合島など
北岸一帯が大浸水
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北原久禅大会実行委員長による開会宣言北原久禅大会実行委員長による開会宣言

県立中島高校演劇コースの皆さんと司会の平見アナウンサー県立中島高校演劇コースの皆さんと司会の平見アナウンサー
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現場は白山砂防科学館から約350m離れた､風嵐砂防堰堤付近です。現場は白山砂防科学館から約350m離れた､風嵐砂防堰堤付近です。

◆ 編 集・発 行 ◆

920-2501　石川県白山市白峰ツ40ｰ1
TEL 0761-98-2990　FAX 0761-98-2991
Eメール hakusan-j@po3.nsknet.or.jp

毎週 木曜日 休館　　入　館　無　料

◆ 平成18年7月19日 白山市白峰地区蛇谷で土石流発生 ◆

◆ 編 集 後 記 ◆
　今年は平成16年の別当谷土石流の記憶も
新しいなか、白山砂防科学館のごく近くで
土石流が発生するなど、土砂災害のおそろ
しさをあらためて実感した年となりました。
　来年の白山砂防科学館では白山リアルタ
イム情報コーナーのリニューアルを予定し
ています。白山砂防メンバーズからの意見
も取り入れて、よりわかりやすく白山の今
現在の情報をお届けできるようになります。

◆『砂防フォーラム2006』開催 ◆

◆ 白山砂防科学館･企画展示『動く大地』◆

　平成18 年７月19 日午前８時頃、白山市白峰風嵐地先の蛇谷(じゃだに)で土石流
が発生しました。
　被害状況は蛇谷上流部の昭和初期施工の石積堰堤４基が流失、下流部の昭和44 年
(1969 年)施工の堰堤２基が破損、谷を横切っていた大杉谷林道の橋が流失しました。
流出土砂量は約5万m 3(25 ｍプール約110
個分)と推定されています。(石川県森林管理課)

　白山市白峰では、7月15 日午前6時の降
り始めから19 日午後7時までの総雨量が、
白山白峰の年間降水量の平年値 3,017mm  
のほぼ1/6 に相当する501mm  を観測、ま
た18 日の24 時間の降水量では、7月の日
降水量としては1970 年の観測開始以来最
高の165mm  を記録するなど、例年にない
大雨が続いていました。

　「防ろう！みんなでふるさとを」を合い言葉に、『砂防フォーラム2006 』
が平成18 年11 月14 日　七尾市サンライフプラザで開催されました。昨年の白
山市での開催に続き、今回で2回目となります。
　石川県の能登地方は地すべりの多発地帯として知られ、県内で確認されてい
る420 箇所の地すべり危険箇所のうち半数近くが能登北部に集中しています。
昨年4月には羽咋市福水町で地すべりによって送電鉄塔が倒壊するなど、大規
模な災害も発生しています。
　フォーラムは、日頃から自然災害などへの防災意識を高めようと、市内の町会連合会、老人クラブ連合会、女性団体

協議会、商工会等の地元の方々が中心となって進められました。
　会場では昨年砂防大使に任命されたNHK 気象キャスターの半井小絵さ
んが9月に地元の中学生と行った砂防野外教室の報告と、フォーラムへ
のメッセージがビデオ上映されたほか、県内の土砂災害の現状報告、各
年代の代表者による砂防や防災への意見発表がありました。石川県立中
島高等学校・演劇コースの皆さんによる創作劇「美しい能登を守ろう」
では、能登地方の祖父母の元へ訪れた姉妹と、地元の学生たちとのコミ
カルな会話を通して、砂防事業の必要性とひとりひとりの防災意識の向
上を訴えました。
　途中、雷が響くあいにくのお天気の中での開催でしたが、会場には約
1,000 人が訪れ、県民の砂防への意識の高さが伺えました。

　白山砂防科学館では、10 月より地すべりを特集した企画パネル『動く大地』
を展示しています。
　日本国内と石川県の地すべり危険個
所やその事例を紹介しているほか、白
山･甚之助谷地すべりについて、昭和
57 年の地すべり移動量測定開始以来
の各地点の累計移動量や光ファイバー
ケーブルを利用した地すべり監視通報
体制、地すべりブロックの一部が崩壊
した場合の影響など、大型の写真や図
を使って詳しく解説しています。

まも


